
 

 

 
平成１８年６月２日 

各 位 

会 社 名 ナ ト コ 株 式 会 社 
代 表 者 名 代表取締役社長 粕 谷 忠 晴 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード４６２７） 
問 合 せ 先  
役職・氏名 専 務 取 締 役 粕 谷 健 次 
電 話 ０５６１－３２－２２８５ 

 

平成 18 年 10 月期中間（連結・単独）業績予想との差異及び 
通期（連結・単独）業績予想の修正について 

平成 18 年 10 月期（平成 17 年 11 月１日～平成 18 年 10 月 31 日）の業績予想について、平成 17 年 12 月 15 日付当社
「平成 17 年 10 月期決算短信（連結）」及び同日付当社「平成 17 年 10 月期個別財務諸表の概要」にて発表いたしました
業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１．平成 18 年 10 月期 連結業績予想の修正等 
(１) 中間期（平成 17 年 11 月 1 日～平成 18 年 4月 30 日） 

(単位：百万円) 

 売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） ５，５５０ ２６０ １１０ 

今 回 修 正 （ Ｂ ） ５，８５０ ５０５ ２１６ 

増減額（Ｂ－Ａ） ３００ ２４５ １０６ 

増 減 率 ５．４％ ９４．６％ ９６．７％ 

(２) 修正理由 
当中間期の売上高は、塗料事業においては国内の住宅着工件数が堅調に推移したこともあり、建材用塗料の売
上が増加いたしました。一方、ファインケミカル事業では、特に自己治癒コーティング材の使用量が電子材料分
野を中心に増加しました。また、その他の分野では廃棄物処理の需要が伸長いたしました。その結果、当初の計
画を上回り 5,850 百万円（当初予想比：300 百万円増）となる見込みであります。 
経常利益は、全体的な売上の増加に加え、生産効率の向上などによる原価の低減に努めた結果、505 百万円（当
初予想比：245 百万円増）となる見込みであります。 
中間純利益は、上記の理由により 216 百万円（当初予想比：106 百万円増）となる見込みであります。 
 

(３) 通期（平成 17 年 11 月 1 日～平成 18 年 10 月 31 日） 
(単位：百万円) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） １１，６００ ７３０ ３５０ 

今 回 修 正 （ Ｂ ） １２，０００ ８８０ ３６０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ４００ １５０ １０ 

増 減 率 ３．４％ ２０．５％ ２．９％ 

 



 

 

 

(４) 修正理由 
通期の業績予想に関しましては、売上高については増加を見込んでおります。一方、利益面では原油価格の高
騰に伴う原材料価格の更なる上昇や、ＬＣＤ用高分子材料における販売価格の下落などをマイナス要因として想
定しております。また、耐涂可涂料化工（青島）有限公司の売上は伸長しつつありますが、期初の計画を下回る
見通しであります。これらの要因により、売上高は当初予想を 400 百万円上回る 12,000 百万円、経常利益は当初
予想を 150 百万円上回る 880 百万円、当期純利益は当初予想を 10 百万円上回る 360 百万円とさせていただきます。 
 
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は予想
数値と異なる場合があります。 
 
 

(５) ご参考：前期の実績（平成 16 年 11 月 1 日～平成 17 年 10 月 31 日） 
(単位：百万円) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

中間期（16/11～17/4） ５，０５７ １８２ ８０ 

通期（16/11～17/10） １０，７４２ ５０１ １８９ 

 
 
２．平成 18 年 10 月期 単独業績予想の修正等 
(１) 中間期（平成 17 年 11 月 1 日～平成 18 年 4月 30 日） 

(単位：百万円) 

 売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） ５，２５０ ２５０ １３０ 

今 回 修 正 （ Ｂ ） ５，５３３ ４８１ ２４３ 

増減額（Ｂ－Ａ） ２８３ ２３１ １１３ 

増 減 率 ５．４％ ９２．５％ ８７．４％ 

(２) 修正理由 
当中間期の売上高は、塗料事業においては国内の住宅着工件数が堅調に推移したこともあり、建材用塗料の売
上が増加いたしました。一方、ファインケミカル事業では、特に自己治癒コーティング材の使用量が電子材料分
野を中心に高まりました。その結果、当初の計画を上回り 5,533 百万円（当初予想比：283 百万円増）となる見込
みであります。 
経常利益には、全体的な売上の増加に加え、生産効率の向上などによる原価の低減に努めた結果、481 百万円
（当初予想比：231 百万円増）となる見込みであります。 
中間純利益は、上記の理由により 243 百万円（当初予想比：113 百万円増）となる見込みであります。 
 

(３) 通期（平成 17 年 11 月 1 日～平成 18 年 10 月 31 日） 
(単位：百万円) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） １０，９００ ６８０ ３８０ 

今 回 修 正 （ Ｂ ） １１，３６０ ８２０ ４００ 

増減額（Ｂ－Ａ） ４６０ １４０ ２０ 

増 減 率 ４．２％ ２０．６％ ５．３％ 

 



 

 

 

(４) 修正理由 
通期の業績予想に関しましては、売上高については増加を見込んでおります。一方、利益面では原油価格の高
騰に伴う原材料価格の更なる上昇や、ＬＣＤ用高分子材料における販売価格の下落などをマイナス要因として想
定しております。これらの要因により、売上高は当初予想を 460 百万円上回る 11,360 百万円、経常利益は当初予
想を 140 百万円上回る 820 百万円、当期純利益は当初予想を 20 百万円上回る 400 百万円とさせていただきます。 
 
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は予想
数値と異なる場合があります。 
 

(５) ご参考：前期の実績（平成 16 年 11 月 1 日～平成 17 年 10 月 31 日） 
(単位：百万円) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

中間期（16/11～17/4） ５，０２６ ２１１ １１４ 

通期（16/11～17/10） １０，４２８ ５０３ ２４７ 

 
以    上 


